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時に関する表現の習得(中国語)について
"鍾常”を中心に

玄宜青

0． 

中国語の時間に関する表現の中に“姪常…常常”などがある。こ

れは頻度を表すもので対応している日本語は「よく（～をする)」

｢しょっちゅう（～をする)」などである。教室でこの“鑑常”を含む

文を日本語に訳すときよく見られる間違いは－この語の形から｢常に」

に訳してしまうことであるが、本稿ではこの「常に」のような間違い

についてのみ考えるのではなく、“曇常'，“常常，,など中国語の頻度を

表す表現と日本語の頻度を表す表現の異同について考えるのである。

“錘常，,“常常”について、辞書（中国語辞典、中日辞典）等では以

下のように記述している。

“鐙常”

ａ（ｌ省略）２［副河］吋常、常常。

［辨析（類義語）：鍾常、常常、吋常:ａ）“錘常”掴凋屡次没生，帝

時に関する表現の習得(中国語)について 7１ 

Hosei University Repository



有一貫性;"常常”表示友生的次数多,但不像"姪常”那祥有一貫性。

"吋常，，表示肘有友生。［b）ｃ)省略]｡)"鑑常，，的否定式是“不鑑常,,

"常常","Ⅱ寸常”的否定式是``不常,,,不況“不常常,,"不吋常，'。

(匝用双濡河典、商各印|;棺辞名研究中心輪、2000年１月、商各印

將憎）

いつも、しょっちゅう、よく。

(講談社中日辞典第二版、相原茂編2002年２月、講談社）

ｂ 

"常常”

[副河］吋常;表示行力、幼作緬繁友生。

(Iili用双語同典、商各Eけ};館辞二'３研究中心編、2000年１月、商各印

橘憶）

よく、いつも。

(講談社中日辞典第二版、相原茂編2002年２月、講談社）

ａ 

ｂ 

またいわゆる国語辞典では「いつも」「しょっちゅう」「よく」につい

ては以下のような記述がある。

「いつも」

《副》①いつでも。常に。

「しょっちゅう」

《副》［俗］常に。たえず。いつも。

「よく」

《副》⑥多くその傾向があるようす。しばしば。いつも。

（学研現代新国語辞典1994年４月､金田一春彦編著､学習研究社）

上記の辞書の記述だけをみた場合、確かに中国語の``鍾常,,“常常'’

は日本語に直したとき「常に」という訳を与えても良いようにみえる
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が、しかし以下の用例からも分かるように、どのような場合でも「常

に」に訳すことができるわけではないのである。

中：我鑑常去市圏稿棺借拍。

日：わたしはよく市立図書館で本を借りている。

この場合「私は常に市立図書館で本を借りている」とは訳せないと考

えられる。おそらく

"錘常…常常”は確かに「よく」「いつも」と対応しているが、ただ

対応しているのは「しばしば」の部分であって、「常に」の部分では

ないということがわかる。

１． 

L0以上の辞書の記述から分かるように中国語の``鍾常''“常常'，と

対応している日本語の「いつも」「しょっちゅう」「よく」と比べた場

合､少なくとも「常に」という部分では対応していないことが分かる。

以下では例文を中心に考えてみる。

１．１“鍾常,'“常常,，が表しているもの

學鐙常”と“常常''はいずれも動作や出来事が高い頻度で行われてい

ることを表しているが、日本語の「常に」によって表されているもの

ではないと思う。

（１）上大学的吋候．我ｲ｢]姪常（常常）IMI天几一靭就是大半夜。

【大学生の頃よく夜中までおしゃべりした｡】

（２）北京的春天錘常刮大凡。

【北京の春はよく強い風が吹〈】

（３）小吋候我鍾常（常常）在河里淋泳。

【幼い頃よく川で泳いだ｡】
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（４）送籍小流眠疑常（？常常）愉別人的末西。

【この不良少年達はよく人のものを盗む】（注'）

このように中国語の“舞常，，．常常”は動作や出来事の頻度が高いこ

とを表していることが分かる。ただ、これはあくまでも頻度であって

日本語の｢常に｣によって表されているものではない。例えば上記（１）

～（４）をそれぞれ

【大学生の頃常に夜中までおしゃべりしていた】【北京の春は常に強い

風が吹<】【幼い頃常に川で泳いだ｡】【この不良少年達は常に人のも

のを盗む】のように直すのは適切ではない。また､教室で"径常．'“常

常”を教えるとき、これらの語は「常に」に訳すのは間違いであり、

｢よく」「いつも」が“鍾常…常常”と対応しているとだけ説明するの

では説明が不足であり、「よく」「いつも」の「常に」の部分が対応し

ていないことも伝える必要がある。

1.2“吋刻”

では中国語で「常に」を表す場合どのようになっているのだろう。中

国語には“吋刻”という語があり、この語については前出の「匝用双

珸同典ｊでは次のように記述している。

［副同］毎{け毎刻;曇常；

この記述から“吋刻”と`･鐙常”は意味的には－部類似していること

が分かるが、以下のような用例がある。

（５）吋刻瞥傷徒染病蔓延。

【この伝染病が蔓延しないよう常に警戒している】

（６）吋刻帖念住院的咳子。

【いつも入院中の子供のことが心配である】

（７）吋刻不忘自己是一名医生。

【自分が医者であることは忘れたことがない】

（８）吋刻提醒自己山｢]前一定要美好煤気。
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【いつも自分で気をつけるようにしている：出かけるとき

はガスの元栓を閉め忘れないように｡】

このように中国語では“吋刻”によって表しているのは、「出来事」

が極めて高い｢頻度｣で行われているというより、同じ「出来事｣が｢繰

り返し」あるいは「絶え間なく」行われていると考えられる。そして

結果的にはこの“吋刻”によって表されているのが日本語の「常に」

によって表されているものに、より類似している。（注2)それは概ね、

日本語の「常に」は単に頻度が高いというだけでなく、「そうでない

場合・時間がない」という含意を持つことが多いからではないかと思

われる。

2． 

2.0これまでは中国語の“鑑常…常常”に対応している日本語とい

う視点から見てきたが、ここでは日本語の方から「いつも」「よく」

に対応している中国語について考えてみたい｡なぜなら"曇常,M`常常,’

は完全に「いつも」「よく」に対応しているとは限らないからである。

２１“息”

まず例文からみていく。

（９）他IHIりし都好就是毎天上i果息返到。

【かれは他は良いのだが、いつも遅刻するのが問題だ｡】

（１０）上深態公恩悦活？

【授業中なぜいつもしゃべるのか｡】

（11）悦了好多次了,可是思不Ｉ１１Ｔ。

【何度も言っているのに全く言うことを聞かない｡】

（12）堆有困唯弛息熱心帯`忙。
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【困っている人がいればいつも優しく対処する｡】

この“怠”について1皮用奴悟同典』の記述はつぎのようになっている。

[副同］表示持鎮不変;凝常;－直；（その他の記述は省略）

この記述からは“息”も「頻度が高い」「繰り返し」を表していると

考えられるが、しかし以下のように“姪常”``常常，，と置き換えるこ

とはできない。

（９）？他ＭＩＩ几都好就是毎天上裸隻常坦到。

（１０）？上澱忽公鍾常ijtiZi？

（１１）？悦了好多次了,可是鍾常不ｌｌ１ｆ。

（12）？堆有困唯弛畿常熟し､籍忙。

これはこの（９）～（12)の例文では“忠”を使用して､｢遅刻すること」

｢おしゃべりすること」「聞く耳持たないこと」「優しく対処すること」

などの動作行為が多く行われていることを表しているが、ただ、これ

らの場合は動作行為が頻繁に（或いは繰り返し）行われたことについ

て述べているというより、発話者がこれらの動作行為が多く行われた

と感じていることを表している。すなわち話者の「評価」を表してる

と考えられる。また､仮日本語の「いつも」「よく」には単純に「頻度」

以外に「評価」を表しているとしたら、この「評価」の部分に対応し

ているのは“舞常，`“常常，'ではなく、‘MjL',であることも考えられる。

この点も学習者に伝える必要がある。（注3）

3． 

以上でみてきた“鍾常,,“常常”“息,'などの用例は「過去」の出来事

や繰り返し行われた出来事を表すものである。以下で見るのは｢未来」

についての用法である。日本語の「いつも」「よく」「しばしば」など
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頻度を表すものは「未来」の出来事には使いにくいものであるが、中

国語の“鍾常”“常常”は「未来」についても使用可能である。

3.1‘`姪常`,“常常”の「未来」を表す用法

まず用例をみていく。

（13）【東京にでてもまめに家に電話をした方が良い｡】

（到末京后要姪常姶家里打屯活｡）

（14）【時間を作ってまめにお母さんに会いに行きなさい｡】

（要技吋同餐常去着々休母宗｡）

これらの場合、頻度を表す“鑑常…常常”は使用可能であるが日本

語の「いつも」「よく」は使いにくくなっている。日本語では具体的

な頻度を出して、例えば

（15）【－週間に必ず２回電話をしなさい】

（一十星期一定要打両次屯活｡）

のように頻度を表すことも多々ある。また、中国語の“息,，“什公吋

候…都，,のような「評価」を表すものは「未来」のことについては使

いにくいようである。（注4）

4． 

以上で中国語の“鍾常”などと日本語の「いつも」「よく」など頻度

を表す表現について比べてみた。そもそも問題の提起は日本語話者が

中国語を学習するときの「ズレ」は「漢字」の干渉によるものと考え

ていたが、実際日本語の、“鍾常.,に対応している「いつも」「よく」

などの語義からも、日中両言語のこの種の表現における「ズレ」が生

じる可能性があることも分かった。また、この種の表現に関係ある語

は他にも多く存在するため､もう少し体系的に考察する必要があるが、
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これを今後の課題とする。

注

注１“曇常”と“常常”は例文（１）（２）（３）のように多くの場合は置き換え

が可能であるが、（４）のように置き換えが難しい場合もある。置き換え不

可の部分については「庇用双濡同典」では

ａ）“鍾常,'弧澗屡次没生.ｲlf有一闘性;"常常,,表示友生的次数多,但不

像“錘常”那祥有一貫性。

のように記述されている。ただこの「一貫性」についての具体例はない。

また「講談社中日辞典第二版」では次のような記述がある。

［常常］動作、行為の頻度が高いことを表す。動作行為には一貫性がなくて

も良い。回数の多いことを強調する。よく、しばしば。［錘常］動作、行為

の頻度が高いことを表す。この場合は［常常］と言い換えられる。動作行

為の連続性あるいは規則性など、一貫性を強調する場合は［常常］は置き

換えられない。

ａ）他鐙常（×常常）椴燃身体。【彼はいつも体を鍛えている】

ｂ）房IiIIlilIi咳鐙常（×常備）打掴。【部屋はいつも掃除しておくべきだ】

（｢講談社中日辞典第二版」の内容はここまで）

のように記述されているがここで正しくない文として記救している文の正

誤については中国語話者によっても判定が分かれる。特にａ）については

意見が分かれる。

また｢すべきである｣｢自分から繭極的に行う」のような意味が帯びる場合“常

常，'は使いにくい傾向にある。

注２「繰り返し」行われている「出来事」は用例からは「走る」「食べる」のよ

うな動作動詞は考えにくい。例えば

一直在鉋【ずうっと走っている】

一直在吃【ずうっと食べている】

は「継続」（進行）であると考えられるが、仮に．－直在･･･.､を使用しても

一直征提醒他｛i]…【繰り返し注意した】

一直在･１Ｍ妃…【繰り返し心配した】

のように考えるのが自然であると思う。

また繰り返しある動作を行うという意味を表すものに．Ⅱ寸不吋一(ちょくちょ

く）というものもある。
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【駅に向かって歩き出したがちょくちょく振り向いた｡】

他朝rl:姑走去。辺走i2U卜l不吋地回央張望。

注３“魁”に類似した意味用法をもつものには、他に“毎毎”や・什公吋候…都”

などもあるが、ここではそれぞれの語蕊についての検討は行わない。

注４．芯”については

到了求京之后要安心学刀,不要触想着回家。

？到了求京之后要安心学刻.要悠想着錯家里写信。

のように「肯定」「否定」によって異なるが、“鐙常”にはそのような違い
はない。

到了永京之后要安心学則,不要鐙常想着回家。

到了氷京之后要安心学刀,要鑑常想着姶家里写信。

これは￣息”は話し手の気持ちを表す「評価」についての表現であることが

原因であると考えられる。
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